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1.はじめに
　日本都市計画学会九州支部は今年で設立 30周年を迎えま
した。これを記念して熊本，長崎，福岡でリレーシンポジウ
ムを実施しました。ここでは，熊本と長崎で実施したシンポ
ジウムについて報告をします。

2.熊本会場シンポジウム
　熊本では 2022年 9月 20日（火）に熊本城ホール大会議
室にて，テーマを「市民による熊本の復興まちづくりのこれ
までとこれから」としたシンポジウムを行いました。参加者
は 61名で，熊本を中心に自治体関係者，コンサルタントな
どの関係業界の方，研究者，学生など多くの方に参加いただ
きました。本シンポジウムでは熊本地震や球磨川水害からの
復興において，市民や民間の立場で活躍されてきた方々から
これまでの活動を紹介いただき，総合防災の専門家も交えて
これからの展望を議論することを目的としました。
　シンポジウムでは，災害からの復興に取り組んでこられた
民間の 3名の方に話題提供をしていただき，その後，3名の
方に加えて岡田憲夫氏（京都大学名誉教授）に参加していた
だきパネルディスカッションを行いました。
　話題提供者の面木健氏から，2016年熊本地震で被災した
熊本の上通地区のテナントビルを建物として再建するだけで
なく，パークとして再生した取り組みの紹介をしていただき
ました。2人目の有村友美氏からは，球磨川水害で休業した
旅館の再建に向けての取り組みと，地域のまちづくりへの展
開についての話をしていただきました。最後の話題提供者の
中村哲氏からは熊本地震の被災地益城町でのこれまでの活動
の紹介をしていただきました。
　パネルディスカッションでは，被災地の住民と外部からの
協力者とのかかわり方を中心に，自分と他者を分けず交じり
合いながら，実感をともなう協働をいかに持続可能なカタチ
で実践していくのか，を話し合いました。

3.長崎会場シンポジウム
　長崎では，2022年 10月 29日（土），長崎商工会議所 2F

ホールにて「西九州新幹線開業に伴うまちづくり」をテーマ
にシンポジウムを行いました。参加者は 51名で，自治体，
民間企業などの関係業界の方，研究者，学生など多くの方に
参加いただきました。
　2022年 9月 23日に開業した西九州新幹線は，関連する
施設の開業や駅施設を中心とした面的な整備の充実も図られ

る等，長崎市にとっては新たなまちづくりの契機となりま
す。本シンポジウムでは地方における中心市街地の再建に関
わる課題や可能性について議論しました。
　シンポジウムではまちづくりに携わる行政より 2名とエリ
アマネジメント団体から 1名の計 3名の方に話題を提供し
ていただき，その後パネルディスカッションを行いました。
　話題提供者の奥田秀樹氏（長崎県土木部部長）からは，こ
れまでの長崎県，市が一体となって取り組んできたアーバン
デザインを行う組織やシステムの構成，デザインの構想，そ
れによってできた施設，さらに西九州新幹線を考慮した長崎
駅周辺のエリアデザインの紹介をいただきました。片江伸一
郎氏（長崎市まちづくり部部長）からは，長崎駅周辺の開発
と過去から将来にわたる長崎都心のまちづくりについて紹介
をいただきました。赤木征二氏（長崎駅周辺まちづくり推進
協議会副会長）からは新幹線開業を契機に国際観光都市長崎
の陸の玄関口となる新長崎駅ビル構想とそのためのエリアマ
ネジメント組織の設立について紹介をいただきました。
　パネルディスカッションでは，都市機能の配置戦略，多主
体によるデザイン調整，構築した空間の利用，駅などを起点
にした周辺地区のあり方などについて議論が行われました。
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表　シンポジウムの内容（上段：熊本，下段：長崎）


